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き
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能
力

支
那
の
古
典

に
見

粍

た
・
砒
會
政
策

・

痙

濟
道

と
経
済
術

小
作
制

と
小
作
法

時

恰
醐

支
那
の
改
造
と
国
際
管
理

戸
数
割
を
論
ず

・

物
偵
問
題
私
論

・

説

苑

ジ

ョ
ン
・
ロ
ッ
ク

の
私

有

樺
胆論
…

雑

縷
脚

経
済
學

の
革
命

・

大
畢

生
の

一
年
間

の
墨
-費

法
學
博
士

注
學
博
士

渋

墨

士
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華
博
士
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華
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士
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學
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法
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縄
濟
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漁

戸
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雄

田
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錦

治

作

田
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雄
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太
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美

越
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岩

城

忠
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一支
那

の
古

典

に
現

は
れ
大

ろ
計
谷
口政
㎝策

(二
・完
)

》

田

島

錦

治

目

業 さ 再 写 ミ ニ…=九 八

緒

論

均
卒

の
政

の
語
原
及

び
意
義

禺
貢

、
周
易
-
大
學
、

論
語
等
の
引
謹

周
禮

に
見
に
れ
た
る
↓肛
會
政
策

管
子

の
富

の
分
配
に
聞

す
ろ
説

管
子

の
祉
會
政
策
の
綱
目

管
子

の
本
業
末
作

の
説
及
び

穀
物

の
貯

蓄
及

び
穀
偵
調
節
の
策

春
秋
左
氏
傳

に
見
に
れ
た

る

就
會
政
策

結

論

へ
本
號
掲
載

　
前
號

載

-.

五

,

周
の
興
る
や
、
周
公
禮
を
制
し
法
を
立

て
均
雫
の
政
大
に
塁
る
。
而
し
て
周
の
衰
ふ
や
、
働
臣
賊
子
國
柄
を
弄

七
、
均
雫

の
政
は
漸
く
壌
す
。

故

に
孔
子
魯
の
衰
分
の
政
を
問

ふ
に
蜀

へ
て
曰
く

「
丈
武
之
敷
布
在
　方

策
↓
其

人
存
則
其
故
學
、
其
人
亡
則
其
故
息
」
ε
(中
庸
)。
春
秋
の
時
に
於
ひ
て
は
井
田
の
制
は
漸
く
屡
れ
、
土
地
財
賢
の

論
.
叢

支
那
の
古
典
に
現
れ
鷲
ろ
泄
會
政
策
(二
・完
)

第
十
五
巻

(第
二
號

二
九
)

】
七
九

9



論

叢

支
那
の
古
典

に
現
れ
た
ろ
紅
會
政
策

〔
二
・完
)

第
十
五
巻

(第

二
號

三
Q
)

一
八
○

　

　

　

む

ロ

　

　

コい

　

　

　

　

　

　

　

　

兼

併
は
盆

盛

己
な

れ
り
。
故

に
管

子
は
曰

く

『
分
レ地
若

h二

、彊
巻
鮨

守
、
.分
レ財
若

レ
一
、
智
者
能
牧

、
智

者
有
下

什

二倍

人

一之
功
抄
愚
者
有

二
不
レ贋

レ
本
ジ
之
事

↓
然

而
人

君
不

レ能

レ調

、
故
民

有
二
相
百
倍

之
生

↓
夫
民
富

則
不
レ
可
二

　

　

む

の

む

む

ロ

む

り

　

　

　

　

　

　

以
レ
藤
使

一也
、貧

則
不
レ
可
二
以
レ
罰
威

一也

、
法
令
之
不
レ
行

、
萬
民

之
不
レ
治
、
貧
富
之
不
レ
齊
也

、
且
君
引
レ
鎌
量
レ
用

、

耕

レ
田
獲
二
草
土

↓
得
二
其
敷

一実

㍉
氏
人
所

レ食

、
、人

有
二
若
干

歩
畝

之
敷

皿奥
、
計
レ本

量
レ
委
、
則

足
尖

、
然
而
民

有
二

　

　

　

　

飢

餓
不
レ
食
潜

門
何
也

、
敷

布
レ所

レ
藏
也
、
人

君
鑑

ン
鏡

立
レ
幣
、
民
庶

之
通
施

也
、
大
有

H若
千
百
千

之
敷

一実

、
然

　

ロ

　

　

　

　

　

　

む

　

　

　

而

人
事
不
レ
及
用

不
レ
廻
者

、
何
地
、
利
有

レ所

レ#

也
、

然
別

人
君
非

下
龍
散
二
積
聚
↓
均

二
羨
不
足

】、
分
二
井
財
利

↓

而
講
中
民
事
上
也

、
則
君
錐

下
張
レ
本
極

レ
耕

而
自

覚
二
鋳
幣

【.而
無
長
日

、
乃

今
使
二
民

下
相
役

【耳

、
悪
能

以
爲
レ
治

乎

。
」

〔管
子
國
蓄
第
七
+
三
)。

.
此
丈

に
依
れ
ば
笹
子

の
時

代
即

ち
春
秋
齊

桓
が
覇

を

構
し

た
る
時

代
は
、
井
田

の
制

も
漸

(
鷹
れ

て
貧
富

の
懸

隔
は
漸
く

甚
し

く
な
り

た

る
も

の

、
如

く
、
今

試
み

に
前
文
を

解
繹
す

れ
ば

『
人

に
智
愚
強

弱

の
差
あ
り

、
故

に

其

始

に
地

を

分
ち
財

を
分

つ
こ
ε
均

一
な

る
も
、
智

者

懸
者

は
能
く
守
り
能

く
収

め
て
他
人

に
什
倍
す

る
の
功

利

を
占

む

べ
き
も

.
愚
者

弱
者
は
其
費
す
所
多

く
し
て
得

る
所
を
償

は
す
、
遂

に
其

元
本

を
も
維
持
す

る
を
得

さ
る

に
至

る
。
然

る

に
人
君

た
る
着

之
を

放
任

し
て
、
調
節

す

る
こ
ご
な

け
れ
ば
、
貧

は
蠢

々
貧

に
、
富

は
益

々
富

み

て
十
倍

よ
り
百
倍

の
生

計
を

爲
す

に
至

る
。
智
者
既

に

冨
ま
ば
人

君
之

に
脈
を
與

へ
て
使
用

せ

ん
ε
す

る
も
得

へ

か
ら
す
、
愚
侍

し
て
欝

ら
む
か
、
罰
を
以
て
之
を
威
さ
む
手

・
も
得

へ
か
ら
や

し
て
、
刑
僻

に
鯛

・
藩

魏

■



「

多
か
る
可
し
。
斯
の
如
く
法
令
の
行
は
れ
ヤ
、
富
民
の
漕
ぎ
ら
さ
る
ば
、
貧
富
の
齊

し
か
ら
さ
る
に
由
る
な
り
α

且
人
君
牙
籠
を
引
き
て
國
用
を
計
り
、
人
民
を
し
て
田
を
耕
か
し
荒
地
を
開
墾
せ
し

め
ば
、

】
年

の
生
産
額
若
干

ε
の
数
量
ば
明
か
な
る
可
く
、
ス
人
民
の
食

ふ
に
足
る
爲
に
は

一
人
若
干
歩
畝
の
田
地
を
要
す
る
か
の
統
計
は
明

か
な
る
筈
な
り
。
則
ち
本
を
計
り
末
を
量
れ
ば
足
る
、
詳
言
す
れ
ば
生
産
を
計
り
て
後
に
之
が
滑
費
を
量
れ
ば
食

に
缺
乏
す
る
こ
ご
無
か
る
べ
き
奪
り
。
然
る
に
民
に
飢
え
て
食

は
ざ
る
者
あ
る
は
何
ぞ
や
。
他
な
し
富
豪
の
徒
か

穀
を
賊
す
れ
ば
な
り
。
且
ス
人
君
鏡
を
躊
、
幣
を
立
て
玉
人
民

一
般
に
逼
用
せ
し
む
る
に
方
り
て
は
、
各
人
に
若

干
百
千
の
額
を
割
嘗
て
ん
ε
す

ろ
な
る
可
し
。
然
る
に
銭
幣
足
ら
す
、
不
便
を
嘆
ず

る
人
多
き
は
何
ぞ
や
。
他
な

し
富
豪
、の
徒
が
利
を
兼
井
す
る
所
あ
れ
は
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
人
君
た
る
巻
鮨
べ
積
聚
せ
る
財
貨
を
散
し
、
逼
剰

不
足
を
均

一
に
し
、
財
利
を
富

に
取
b
て
分
ち
、
賓

に
與

へ
て
弁
せ
し
め
、
以
て
民
事
を
調
節
す

る
に
非
さ
れ
は

則
ち
縦
令
君
は
農
耕
を
勧
奨
し
銭
幣
を
多
く
作
b
て
獲
行
す
ε
も
、唯
徒
ら
に
下
民
を
し
て
互
に
相
勢
役
せ
し
め
、

イ
ツ
ク
ン

富
豪
を
し
て
穀
物
銭
轡
を
井
戯
せ
し
む

る
の
み
。
実
れ
斯
の
如
く
は
焉
そ
能
や
以
て
治
卒
を
爲
す
を
得

ん
や
』
ξ
。

笹
子

か
富
の
集
中
の
原
因
を
論
し
、
肚
會
政
策

の
急
要
を
叫
ぶ
や
斯
の
如
し
。
思
ふ
に
管
子
か
齊
桓
を
補
け
て
王

覇
の
圭

ξ
駕
し
た
る
所
以
は
、
蕾
に
周
の
王
室
及
ひ
諸
候
伯

に
謝
す
る
醤
上
井
に
樹
外
的
關
係
に
於
て
猷
謀
其
宜

を
得
π
蚤
に
由

る
の
み
な
ら
す
.
必
ず
や
叉
齊
.國
及
ひ
人
民
に
向

て
の
樹
下
的
及
ひ
劃
内
的
關
係
に
於
て
、
敬
策

共
助
を
奏
し
た
る
に
因
ら
す
ん
は
み
ら
さ
る
な
b
。

論

叢

支
那
の
古
典
に
現
れ
搾
る
肚
會
政
策
(二
・完
)

第
+
五
巻

(第
二
號

三
こ

一
八
一

.幽

'

■



醗

鯉

支
那
の
古
典
に
現
価

九
ろ
雁
會

政
策
〔
二
。
完
)

甥
十
五
巻

(第
二
號

三
二
)

一
八
二

占
'「ト

ダ

r

む

ほ

む

　

管
子

日
ぐ

『
徳
有
】ユ
ハ
興

一…
…
…
…
所
謂
⊥
ハ
興
者

何
、
目
辟

二
田
躊

↓
利
Σ
壇
宅
↓
修

二
樹
執

↓
勧
二
士
民
↓

勉
=

む

む

　

　

　

ロ

　

む

む

　

む

稼
穡

↓
修
二
幡

屋
一
死

謂
・厚

=
其
生
司
獲

二伏

利
↓
楡

二塒

.積
繭
修
=
道
途

↓
便

二
關
市
繭
愼
二
將
宿
町此

謂
二
輪
レ
之
以
レ

　

む

む

む

む

む

む

財
、
導
=
水
流

↓
利
二破

溝

↓
決

二潜
渚

↓
漬
=
泥
滞

日

通
二麓

閉
↓
慎

=浄
業

↓
此
謂
一一遺

レ
之
以

一レ利

。薄

二徴
敏

嚇輕
=

も

　

　

む

　

り

征
賦
↓
弛
=
刑

罰
↓
赦
一】罪

戻
↓
宥
二
小
過
↓
此
謂

レ寛

二
其
故
4
養
】一長
老

嚇
慈

一一幼
孤

↓
樋
こ
鰥
寡

「
問

二
疾
病

↓
弔
=

　

り

む

　

ロ

け

　

　

む

む

鯛
喪

】此

謂
レ匡

=
共
急
⑩
衣
二
凍

寒

↓
食
二
鰻
潟

町
匡

二
食
糞

晶
賑
二
罷
露
↓
資

二
乏
絶
一
死
謂
レ
賑

二葉

窮
⑩

凡
此
六
者

.

徳

之
興

也
。」
`
。
(管
子
五
輪
第
+
)。

い
此
六

種

の
徳

政
中

、
上

の
三

は
圭

ε
し

て
財
貨

の
生
産
及

ひ
交
易

に
封
ず

る
政
策

に
し

て
、
後

の
三

は
圭

ε
し

　

ほ

　

て
財
貨

の
分
瀧
及

ひ
消
費

に
謝
す

る
歌
策

な

り
。
之

を
以

て
前

場
周
禮

の
保

息
⊥
ハ
に
樹
照
す

る
に
恰

毛
符
節

を
合

す

る
如

し
。

.

管

干
天

曰
く
『
入
レ
國
四
旬
、
五

行
二
九
恵

之
政

↓
.一
日
老
レ
老
、

二
日
慈
レ
幼
、
三
日

並
レ
孤
、
四

日
養

レ疾

、
五
日

合

レ濁

、
山
八
月
周

レ疾

、
七
日
過
レ
窮

、八

日
振
レ
困
、
九
目
接
レ
絶
」

ε
9
真
吹

に
此
九
恵

の
政
を
詳
説

せ
り
。
今
其

　

む

　

む

む

　

　

意
を
縛
す
れ
は
蓋
し
左
の
如
し
。
『
謂
ゆ
る
老
を
老

ε
す

ご
は
、
凡
そ
國
郷

に
は
皆
掌
老
の
嘗

め
り
て

老
人
を
優

遇
す
る
事
務
を
司
ε
る
。
年
七
十
以
上
の
者
は
其
子

の

一
人
官
の
力
役
を
免
せ
ら
る
、
三
月
毎

に
之
に
肉
を
鐙
る

血

9



ず

八
十
以
上
の
者
は
二
子
は
官

の
力
役
を
冠

せ
ら

る
、
月
毎
に
食
物
を
鐙
ら
る
。
九
十
以
上
な
れ
は
塗
家
力
役
を
免

せ
ら
れ
、
日
々
に
酒
肉
を
賜
は
る
。
子
弟

に
勤

め
て
、
膳
食
を
精

に
し
、
欲
す

る
所
を
問
ひ
、
嗜
む
所
を
求
め
し
む
。

　

ロ

　

ゆ

む

む

む

む

む

老
人
死
せ
ば
官
よ
り
棺
榔
を
供
す
。
.此
を
老
を
老

ご
す

ご
謂
ふ
な
り
。
謂
ゆ

る
幼
を
慈
む
ε
は
、
凡
そ
国
都
に
は

　

む

皆
掌
幼
の
盲
あ
り
。
士
民
子
有
り
、
真
子
幼
弱
に
し
て
養
育
す

る
に
勝

へ
す
累
を
爲
す
者
あ
れ
は
、
左
の
等
級

に

.

從
ひ
保
護
を
加
ふ
。
三
幼
有
る
者

に
は
婦
の
貢
賦
(市
島
の
類
)
を
免
す
。
四
劫
有
る
者
に
は
全
家
の
貢
賦
を
免
す
。
.

五
幼
有

を
者

に
は
叉
之
に
保
母
を
與

へ
、
二
人
分
の
食
を
受
け
し
む
。
幼
児

の
成
長
す

る
迄
以
上
の
保
護
法
を
縫

ほ

　

ロ

　

　

む

　

　

む

　

縛
す
、
此
を
幼
を
慈
む
ピ
謂
ふ
な
り
。
謂
ゆ
る
孤
を
蜘
む
ご
は
、
凡
そ
国
都
に
皆
掌
孤
の
盲
あ
り
、
士
人
死
し
、

其
子
狐
幼
に
・し
て
父
母
の
養

ふ
所
な
く
、
自

か
ら
生
活
す
る
能
は
ざ
る
者
は
、
之
を
其
郷
蕪
の
知
人
朋
友

に
托
し

て
扶
養
せ
し
む
。

一
孤
児
を
養

ふ
者
に
は
、

一
子
官
の
力
役
を
免
せ
ら

る
、
二
孤
を
養

ふ
者
に
は
、
二
子
力
役
を

免
せ
ら
れ
、
三
孤
を
養
ふ
者
は
全
家
力
役
を
冤

述
ら
る
。
掌
孤
の
官
は
屡

々
行

い
て
訪
問

し
、
必
ず
飲
食
衣
服
の

ロ

　

む

む

む

　

具
は
れ
る
や
否
や
、
身
膿

の
肥
瘠
如
何
を
調
査
し
て
之
を
哀
憐
す
、
此
を
孤
を
愉
む
ざ
謂
ふ
な
り
。
謂
ゆ
る
疾
を

む

　

む

む

　

養

ふ
ε
は
、
凡

そ
國
都

に
は
啓

蒙
養
疾

の
嘗

め
り
、
聾

盲

、
暗

煙
、
践

楚
、
半
身

不
殖
、
五
指
屈
曲

し

て
伸

び
ざ

む

る
者
等

の
不
具
癈
疾
の
者

は
官
に
牧
容
し
て
之
を
疾
官
(官
立
病
院
)
に
て
終
身
衣
食
を
給
し
保
養
せ
し
む
。
此
を
疾

む

む

む

　

　

む

む

む

む

む

む

を
養

ふ
ε
謂

ふ
な
り
。
謂

ゆ
る
濁
を
合
す

ご
は
、
凡

そ
国

都

に
は
皆
掌

媒

の
官

あ
り
、
丈

夫

に
し
て
妻

な

き
者

を

螺
ε

い
ひ
、
婦

人

に
し
て
夫

な

き
を
寡

ε
い
ひ
、
此

鰥
寡

を
媒

介
し

て
之
を
合
和
し
、
田
宅
を
與

へ
て
之
を

し

て

論

難
}

支
那
の
古
典
に
現
れ
琴
ろ
社
倉
政
策
(二
・完
)

第
十
五
巻
■
(第
二
號

三
三
)

一
入
三

「

△



ノ
.㌔

詣

鰻

支
那
の
古
典

に
現
れ
た

る
肚
曾
政
策
(
二
・完
)

第
十
五
巻

,
(
第
二
號

三
四
)

一
入
四

む

む

む

む

家
庭
を
作
ら
し
む
。
三
年
の
後
に
至
り
て
始
め
て
官
の
勢
役
貢
賦
を
課
す
、此
を
凋
を
合
す

ε
い
ふ
な
り
。
開
ゆ
る

　

む

ロ

む

疾
を
問

ふ
ε
は
、
凡
そ
国
都
に
は
皆
掌
病
の
盲
あ
り
、
病
人
み
る
聴
は
掌
病
官
は
官
令
に
從
ひ
之
を
慰
問
す
。
九

十
歳
以
上
の
者
に
は
日
灯
に

一
問
す
、
八
十
以
上
の
者
に
は
二
日
に

一
問
す
、
七
十
以
上
に
は
三
日
に

一
問
す
、
.

其
他
の
衆
庶

に
は
五
日
に

一
問
す
、
大
病
者

め
る
ピ
き
、
其
報
告
を
受
け
π
る
塒
は
上
官
身

か
ら
之
を
問
ふ
。
斯

　

む

む

ば

む

　

く
て
掌
病
官
は
國
中
を
巡
回
し
て
、
常

に
問
病
を
以
て
事
ε
駕
す
、
此
を
病
を
問
ふ
蓬
謂

ふ
な
り
。
謂
ゆ
る
窮
を

リ

ロ

通
す

ξ
は
、
若
し
減
る
郷
蕪
に
困
窮
せ
る
夫
婦
か
居
慮
無
く
、
叉
は
困
窮
せ
る
賓
客

が
糧
食
無
く
し
て
其
郷
蕪
に

む

居

る
こ
ε
有

る
場

合
に
、
之
を
官

に
報
告
す

る
者
あ

ら

ば
之

に
賞
を
與

へ
、
報
告

せ
ざ

る
時
は
罰

あ
り
、
此
を
窮

む

む

む

む

む

ス
ク

む

を
通

す

ご
謂

ふ
な
り
。
謂

ゆ
る
困
を
振

ふ
ざ
は

、
凶

年
に
際
し
人
践

が
罪

を
犯

し
叉
は
多

く
死

亡
す

る
ε
き
は
刑

罰
を
弛

め
、
腐
罪

を
赦

し
、
倉
塵

を
開

き
て
粟
を
散

し
て
人
民
を

給
養
す

、
此
を
困
を
振

ふ
ε
謂

ふ
な

り
。

謂
ゆ

　

む

む

る
絶
を
接

く

ε
は
、
士

民
が
国

事

に
死
し
、,
戦
争

に

死
す

る
者

あ
ら
ば
、
英
知
入
朋
友

を

し
て
資

を
上
よ
り
受

け

ほ

ロ

む

む

て
之
を
祠
ら

し
む
、
此

を
絶
を
接

く
ε
謂

ふ
な
り
。」
ε
(笹
子
入
団
第
五
+
四
〕。
是
に
由

り

て
之

を

観

れ
ば
、
管
仲

が

齊
國

に
相

ε
し

て
夙

艦
均
李

の
政
即

ち
現
代
謂

ふ
所

の
肚

會
政
策
を
鋭
意
實

行
し
陀

る
を
知

る
な
り
。

七

、

聾.

管
子
は
其
著
書
の
開
巻
第

一
に

「
凡
そ
地
を
有
ち
民
を
敬
す

る
者
は
、
務

め
四
時
に
在

ら
、専
勤
倉
塵

に
在
り
。

ド

■



國
に
財
多

け
れ
ば
則
ち
遠
音
來

る
、
地
辟

墨

(開
聞
し
て
荒
慶
の
地
な
し
)
す
れ
ば
則
ち

民
留
庭
す
。

倉
康
實

れ
ば
帥

ち

禮
節
を
知

り
、
衣

食
足

れ
ば
則
ち
榮
辱
を
知

る
」

ε
説

け
り
。
然
ら

ば
如

何

に
し
て
衣

食
を
足

し
、
倉
嘆
を
實

た

す

か
ε
謂

ふ

に
胸
管
子

は
天

の
塒

に
從

ひ
、
地

の
利

に
依

り
、
耕
種

牧
畜
を
翫

め
、
丈
巧
末
座
を

察
し
、
税
斂

を

.
薄

ふ
し
、
風
力

を
量

り
て
之

に
任
す

べ
き
を

反
覆

説

明
す

。
日
く
『
故
上

不
レ
好

二本

事
ハ
則
末
座
不
レ
禁
、
末
座

不
し

禁
、
則
民
緩
一一於
時
事

一而
輕
二地

利
↓
輕
二
地

利

「而
求

二
田

野
之
辟

、
倉
環
之
實

↓
不
レ
可
レ
得
也
、」
(管
子
灌
修
第
三
)。

叉
曰
く
『
明
王
之
務

、左

下
於
強
二
承

事

一夫
中
無
用
b

然
後

援

可
レ
使
レ
富

…
…
…
今
工
以
巧
奥

、
而

民
不
レ
足
二
以
備

一レ

用
者

、
其
撹
在
二
玩
巧

4
農

以
勢
突

、
.而

天
下
飢
者

、
其

悦
在
三
珍
怪
方
丈
陳

=
於
前

↓
女

以
巧
奥

、
、而
天

下
寒
者

、

む

む

む

む

其
悦
在
二
交
繍
幻
』
宝
輪
第
+
)
是

に
由

て
之
を
観
れ
ば
笹
子

の
謂
ゆ
る
本
事
は
必
し
も
後
儒

の
註
す

る
如
く
農
業
の

　

む

み
を
摺
さ
す
、
又
請
ゆ
る
家
産
は
必
ず
し
も
商
業
の
み
を
指
す
も
の
に
非
す
。
蓋
し
珍
怪
方
丈
を
供
給
す

る
者
(
例

へ
ば
冬
に
筍
を
供
し
春
に
瓜
を
供
す

る
の
類
)
ぽ
農
ε
錐
も
末
座
な
り
、
工
人
女
子
の
玩
巧
交
繍
を
作
る
者
は
同

じ
く
末
座
な
り
。
而
し
て
穀
物
財
貨
等
凡
そ
人
生

に
必
要
な
る
者
を
輔
輸
販
蜜
す

る
者
は
、
商
ξ
錐
も
承
事
な
り

ロ

　

ε
す
。
故

に
管
子
は
曰
く

『
救
粟
足
ら
ざ
る
に
末
生
を
禁
ぜ
ざ
れ
ば
、
民
必
す
饑
餓
の
色
あ
り
。
而
し
て
工
は
彫

ホ

コ

交
刻
鍍

を
以

て
相

程

〔誇
)

る
、
之
を
逆

ε
謂

ふ
.
布
吊

足

ら
ざ

る
に
、
衣
服

度
無

け
れ
ば

、
民

必
ず
凍

寒

の
傷

あ

ポ
コ

リ
。

而

し
て
女

は
美

衣
縣
編

纂
組
を

以

て
租

税

る
、

之
を
逆

冠
謂

ム
』
(重
令
第
+
五
)。
管
子

は
又

桓
公
が

「
民

の
居

を
定

め
民

の
事
を
成
す
奈

何

ん
」

の
問

に
勤

へ
て
曰
く

『
士
農

工
商
の
四
民

は
國

の
万
民

な
b
』

(小
国
第
二
+
)。
ご

論

霞

支
那
の
古
典
に
現
れ
た
る
泄
會
政
策
(二
・完
》

第
十
五
巻

(第
二
競

三
五
)

「八
五

幽.

9



∫

論

叢

支
那
の
古
典
に
現
れ
.た
る
批
會
政
策
(一
.一.
・完
)

第
十
五
巻

(第
二
號

三
山C

}
入
山ρ

万
民

己
は
蓋

し
國

の
基
礎

だ
る
を
謂

ふ
、
然
ら
ば

則
ち

管

子
が
商
工
を
以

て
必
し
も
末
座

さ
爲

さ
穿
る
は
.明

か
な

り
。
然

れ
こ
も
農

工
商

の
三
民
中

に
は
笹
子
は
農

を
最

も
貴

へ
る
は
勿
論

な
b
。

故

に
曰

く

「
来

れ
國
を
富

ま
し

粟
を
多

く
す

る
は
農

に
生
す

、
故

に
先
王

之
を
貴

ふ
」
。
叉
曰
く
「
先

王
は
衆
民
張
兵
廣
地
富

國

の
必
ず
粟

に
生
す

る
を
知

る
、
敢
に
末

作
を

禁
じ
、
奇

巧
を
止

め
て
農

事

を
利
す

、
今
末
作
奇
巧

を
寫
す
者

一
日
作
り
て
五
日
食

す
、

農
夫

は
終
歳

の
作

は
以

て
自
ら

食

ふ
に
足
ら

さ
る
な
b

。
然
ら
ば
即

ち
民

は
承
事
を
捨

て

、
末
作
を

事

ご
す

る
な

り
。
民
承

事
セ
捨

て

、
末
作
を

事

ご
す

れ
ば
即

ち
田
荒

れ
て
國
貧

し
」
ご

〔治
国
第
四
+
八
)
。
斯

の
如

く
管

子
は
士

農

工
商

を
以

て
國

の
万
民

ε
な
し
、
農

工
商

の
中

に
就

て
は
最
も
農
を

貴
し

ε
駕
し
、
而

七
て
奢
侈
品

を
作
り
叉

は

之
を
轄
輪
販
費
す

る
工
商

は
之
を
末
作
末

座

ε
し

て
嚴

禁
す

べ
き
も

の
ご
寫
し
た
り
。
.

.

、
笹

子

か
穀
贋

の
調
節

を
謀
b

、
人
員

の
失
業
を
濟

ふ
の
政
策
は
亦
特
筆
す

べ
き
も

の
あ
り
。

曰
く

『
人
君

の
高

下
を
守

る
は
、
戯

に
三

分
を
藏

め
、
十

年
な

れ
ば

則
ち

必
ず
五
年

の
鯨
あ
り
。
若

し
歳

に
凶
旱
水
決

め
b
て
、
民

ヤ

ト
ヒ

本
を
失

へ
ば
則
ち
宮
室
毫
謝
を
儚
む
、
汕則
に
狗
鉦
…く
後
に
最
無
き
者
を
以
て
庸
ε
焦
す
。
故

に
宮
室
豪
樹
を
修
しむ

む

む

む

む

る
は
其
樂
を
麗
に
す
る
に
非
ざ

る
也
、
以
て
国
策
を
李
に
す
る
也
」
蓬
(乗
馬
鍛
第
六
+
九
)。
之
を
意
課
す
れ
ば
『
人
君

た
る
活
殺
贋
の
高
下
を
調
節
す
る
爲
に
、
毎
年

(堅
作
の
歳
)
に
牧
獲
高
の
三
分
の

一
を
貯
戯
す
お
ε
き
は
十
年
の

後
に
は
必
ず
五
年
分
の
剰
鯨
を
生
す

べ
し

(
蓋
し
其
間
に
豊
年
あ
る
べ
く
、
此
場
合

に
は
半
年
の
三
分

一
以
上
を

蓄

へ
得

べ
く
、
叉
凶
荒
あ
b
ご
も
牧
穫
皆
無
の
事
も
非
ざ
る

ぺ
け
れ
ば
上
述

の
如
き
結
果
を
生
す

る
な
る
べ
し
)
。

/、

■



'

若
し
凶
作
洪
魑
等
の
歳
に
人
民
が
本
業
を
失
ひ
π
る
時
は
、
國
君
は
此
等

の
窮
民
を
傭
ひ
て
宮
室
毫
謝
の
修
築
を

む

　

ゆ

む

　

駕
す
。
是
れ
人
君
徴
樂

の
場
所
を
華
麗
に
す

る
爲
に
は
非
す
、
以
て
均
孕
の
国
策
を
行

ふ
な
り
」
。此
後
孚
に
政
策

臥
、
恰
も
現
代
の
脛
濟
學
者
か
産
業
恐
慌
叉
は
不
景
気
の
時
に
官
公
の
土
木
を
起
し
て
.一
は
以
て
失
業
者
を
救
済

し
、

一
は
以
て
民
業
を
妨
げ
す
且
土
木
の
費
用
を
節
す

べ
し
嬉
の
読
に

一
致
す
る
も
の
な
り
。

管
子
文
目
く

『
王
者
は
歳
に
十
分
の
蓼
を
守
b
、
三
年

ε
少
年
ε
に
し
て
歳
を
成
す
。
三
十

一
歳

に
し
て
十

一

年

ε
少
年
ε
を
成
す
。
参

の

一
を
賊
す

る
も
以
て
氏
を
傷

る
に
足
ら
す
、
而
し
て
農
夫
は
事
を
敬
み
て
力
作
す
。
.

故

に
天
毀
れ
地
凶
に
、
早
水
涙
す
る
も
、
民
溝
壑

に
入
め
て
乞
請
す
る
者
無
き
な
り
。
此

れ
時
を
守
り
以
て
天
権

を
待

つ
の
道
な
b
」
ε
(山
椛
撒
第
七
+
五
)
。此
　久
は
前
掲
の
交
の
前
半
ご
大
同
な
り
。
帥
ち
王
者
半
年
に
牧
穫

の
十
分

三
を
肝
臓
す
れ
ば
三
年
三

分

一
の
貯
職
は

一
年
分
を
成
す
。
但

し
三
十

一
年

に
て
麟
三
百
十
分
の
九
十
三
を
得

べ

き
筈
な
る
に
原
麦

に
は
十

一
年

ご
少
年
〔即
ち
十

一
年
三
分

こ

ど
爲
す
、
故

に
原
虫
の
三
十

一
年
叉
は
十

一
年

の

何
れ
か
に
誤
あ
ら
む
ε
の
説
あ
れ
ε
も
、
三
十

一
年
の
間

に
は
大
豊
年
も
あ
る
べ
く
又
凶
荒
ε
難
も
牧
.穫
皆
無
の

事
は
稀
な
る
.ぺ
け
れ
ば
、
前
掲
の
如
き
計
数
が
必
ず
常
時
の
永
き
脛
験
又
は
調
査
に
依
り
て
得
ら
れ
た
る
や
も
知

れ
す
.
要
す

る
に

一
年
.に
牧
穫

の
三
分

一
を
賊
す

る
は
前
後
二
文
の

一
致
す

る
所
な
り
。
管
子
は
以
爲
ら
く
此
貯

藏
は
平
鷺

以
て
.秀

揚
る
に
足
ら
す

し
て
彼
を
し
て
農
事
を
敬
み
て
功
作
せ
し
め
、
而
し
て
凶
荒
の
年
に
は
彼

.

.等
を

し

て
塗

炭

の
苦

に
陥

る
り

て
乞
請

す

る

こ
ε
無

か
ら

し
む
。
是
帥

ち
人
君
が
天

の
塒

を
妊

り
、
天

の
力

を
待

論

叢

支
那
の
古
典
に
現
れ
た
ろ
社
倉
政
策
(二
・完
)
.

第
十
五
巻

(第
二
號

三
七
)

一
八
七

㎜

ノ

■



論

叢

支
那
の
古
典
に
現
れ
た
ゐ
紅
曾
政
策
(二
・完
)

・

第
十
五
窃

(第
二
醗

三
入
)
.
「入
八

つ
の
道
な

り

ε
。

管
子

の
捕
鐵
策

は
蓋

し
後
世

の
政

府
專

質
業

の
権
輿

ε
謂

ふ

べ
し
。
之
に
關

し

て
は
論

評
す

べ
き
所
甚

多
し

`

錐

も
、
是

れ
は
寧

ろ
肚

曾
政
策

ピ

い
ぼ
ん
よ
り
は
牧
入

的
財
政

政
策

に
属
す

る
が
故

に
弦

に
省
略
す
。

又
管
子

が

桓
公

に
説

き
、
人
を

分
ち

て
齊

國

に
於
け

る
礪
貸

之
家

(利
子
々
取
り
て
金
敷
な
貸
す
な
業
・、す
ろ
者
)
#

に
債
務
者

の
敷
貸

借

の
額
等

を
豫

め
調
査

せ
し

め
、

然

る
後
橿
謀

を
以

て
彼

等

の
債
灌

債
務
を
決
済

し
た

る
事
、
其
書

に
識
す
。
撚

れ
こ
も
稽

荒
誕

の
嫌

あ
る
を
以
て
藪

に
同
じ

く
之
を
省

略

す
。

(笹
子
海
王
第
七
+
二
、及
び
軽
重
丁
第
八
+
三
参
照
)
。

尾盒厚

八

春
秋
時
代
の
肚
會
政
策
は
、
笹
子

に
現
は
れ
陀
る
も
の
は
前
述

の
如
し
。
今

春

秋

左

武
傳
に
就
て
通
観
す
る

に
余
の
獲
る
所
の
資
料
は
甚
だ
寡
少
な
り
。

ヅ
ラ
ス

魯
隠
公
五
年

の
経

に
『
春

矢
二
魚

子
単

一」
ご
あ
り
。
其
傳

に
、
.
公
が
業

に
行

き
て
漁
者
を
観

ん

ε
し
た

る
職

に
戒

む

ロ

サ

ウ

む

む

僖

伯

が
之
を
諌

め
π

る
語

の
中

に

『
故

に
春

は
蒐

し
、

夏
は
苗

し
、
秋
は
翻

し
、
冬

は
狩
す

、
皆
農
隙

に
於

て
以

ロ

む

む

む

む

　

む

て
事
を
講
ず

る
也
」
ε
あ
り
。
同
七
年

の
脛

に
『
夏
城

二
中
丘
一
」
ε
あ
り
。
傳

に
は

『
時
な
ら

さ
る
を
書

す
也
」
ご
あ

り
。

凡
そ
斯

の
如
く

、
農
隙

に
非

ざ

る
官

の
工
事
を
纒
傳

に
書

賊
し

て
、
諷

意
を
示

し
た

る
も
の
其
後

に
も
撒
多

あ
り
。

之

に
反
し

て
塒

に
適

ひ
た

る
を
賞
賛

し
た

る
も

の
も

あ
ゆ
。

例

へ
ば
症
公
ご

十
九
年

の
脛

に
冬
城
諸

及
防

'

■



ビ
あ

る
を
傳

に
は
書
レ
時
也

ピ
あ
り
。

凡
そ
此

の
如

き
例

も
亦
甚

多

し
、
今

一
々
列
學

せ
す

。

要
す

る
に
民

を
使

ふ
に
時
を
以

て
す

ε
の
典
例
は
古
聖
賢

の
大

に
重
幌

し
だ

る
も

の
な
.る
を
知

る

べ
き
な

り
。

ヌ
春
秋
時
代

に
は
諸
侯

國

の
或
國

が
凶
漱

の
特

に
隣

國

に
縄

を
講

ひ
た

る
事
屡

々
あ
り

た
b
。
隙
公
⊥
ハ
年

の
傳

に
「
冬
、
京
師

来
書

レ鰻

、
公
爲
レ
之

請
二耀

於
宋

衛
齊

鄭

唖
禮

也
」
ε
あ
り
。
羅

左
は
穀

を
買

ふ
こ
蓬
な

り
。
各
国

孚
素

は
他
国

に
穀

を
費
ら

ざ
れ
こ
も

、
天
子

の
國

又
は
他

の
諸
侯

の
國
が
凶
款

の
年

に
は
、
羅

の
請

求

に
慮
す

べ
き
な

り
。
魯

荘
公

二
十

八
年

の
脛

に
『誠

孫
原
告

二耀
・干
齊

一」
ε
あ
り
,
傳

に
「
冬

、
饅

、
減

孫
原
告
二
羅
干
齊

噛
禮

也
』

ざ
あ
り
。
僖

公
十

三
年

の
傳

に

「
冬

、
晋
蓉

(
シ
キ
り
こ

饅

、
使
レ
乞

=耀

干
秦

」

ピ
あ
り
。
此
時
秦

の
繹
公
は
子
桑

や
百
里

契
の
説

に
聴

き
て
、
粟

を
秦

に
輸

し
た
り
。

時

に
百
里
璽

の
渕

に
曰
く
、

『
天
災
流
行
す

る
は
、
国
家
代

代
有
り

、
災

を
救
ひ
隣
を
恤

む
は
道
也

、

道

を
行

へ
ば
輻

め
り
」
ε
。

而
し

て
常
時
素

に
客

セ
砲
不
+
豹

こ
い
ふ
者

晋
を
伐

た
ん

ご
請
ひ
た

る

に
、
膠
公
は
『
英
君
は
悪

く

ε
も
、
其
風

付
の
罪

か
あ

る
」
ざ
吉

ひ

た
り
。
謬
公

の
隣

国

の
民

を
憐
観
斯

の
如

し
、
其
秦

の
民

を
愛
撫

し
、
砒

會
政
策
を
善

く
行

ひ
た

る
は
蓋

し
想

像

に
難

か
ら
す

、
直

な

る
哉
其

覇
業

を
成
す
や
。

而

る
に
此
翌
年

(僖
公
+
四
年
)
の
傳
女

に
、「
冬

、
秦
鰻

、
使
レ
乞

=羅

干
晋

「
昔
人
弗

レ與
」
ご

あ
b
。

當
時

晋
の
賢

大
夫

慶
鄭

は
諌

め
売

れ
こ
も
、

晋
君
慧
公
暗
愚

に
し
て
聰

か
す

、
却

て
英
風
號
射

の
言
を
用

み
て
、
秦

に
粟
を
輸

せ
す
。
其

翌
年
秦
伯

晋
を
伐

ち
、

大

に
之
を
敗

り
、
晋
侯
を
捕
虜

ξ
な
せ

り
。
腰

丈

に
『
十
有

一
月

、
王
威

、
晋
侯
及
二
秦
伯

一戦
二
千
韓

一獲
二
番
侯

一」

ε

め
る
は
是
な

り
。

杜
註

に
依
れ

ば
諸

侯
を
捕
虜

ε
寫
し

飴

叢

支
那
の
古
典
に
現
れ
た
ろ
肚
會
政
策
(二
・完
)

第
十
五
巻

(第
二
號

三
九
)

}
八
九

'

孟
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■

論

叢

支
那
の
古
典
に
現
れ
た
ゐ
融
會
政
策
(二
.・完
)

第
十
五
巻

(第
二
號

四
〇
)

「
九
〇

だ
る
場
合
は
「
以
蹄
」
ξ
書
す

べ
き
を
コ
獲
」
ご
書
せ
る
は
諸
侯
の
大
夫
を
捕
虜

ご
せ
る
場
合
に
「
獲
」
ε
書
す
る
例
ε

同

一
に
爲
し
た
る
も
の
に
て
、
晋
侯
が
不
信
不
義
を
敢
て
し
だ
る
が
故

に
之
を
疑
し
セ
る
な
り
。
由
是
親
之
孔
子

か
耀
の
禮
を
重
し
陀
る
を
知

る
。

魯
文
公
二
年

分
傳

に
、

仲
尼

(即
ち
孔
子
の
字
)
か
戚
交
仲
を
評
す
る
の
語
を
識
す
、
中
に
女
仲
が
妾
を
し
て
蒲
を
織

ら
し
め
た
る
を

一
の
不
仁
の
行
爲
ε
爲
せ
り
。
杜
註
に
日
右
、
家
入
席
を
蹶

る
、
其
民
ε
利
を
争

ふ
を
育
ふ
ε
。

国
君
叉
は
官
吏
が
民
`
利
を
争

ふ
は
古
聖
賢
の
共
に
戒
む
る
所
、
孟
獄
子
が
馬
乗
を
畜

へ
ば
難
豚
を
察

せ
す
、
伐

泳

の
家
は
牛
革
を
畜
は
ご
言

へ
る
は
亦
此
意
な
り

(文
學
)
上
位
に
在

る
者
は
宜

し
く
民
を
し
て
常
.業
恒
産
あ
ら
し

む
る
を
勉
む

べ
し
。
之
ε
利
を
孚

ふ
が
如
き
は
不
仁
の
行
爲
、
即
ち
反
肚
會
政
策
的

の
行
為
な
り
冠
す
。
支
那
古

代
の
學
者
が
多
く
官
瞥
の
商
工
業
を
不
可
ε
す

る
理
由
の

一
は
亦
撚
り
ε
す
。

晋
の
悼
公
は
明
君
な
り
、
其
位
に
即
く
や
、
直
ち
に
祀
會
政
策
を
蟹
行
せ
り
。
即
ち
魯
成
公
十
八
年
の
傳

に
日

　

ら

ヤ

ナ

ユ

ス
ク

く

『
始

め
て
百
官

に
命
ず

、
施

會
し
責

を
已

め
繰
寡

に
逮

ひ
、
腹
滞
を

振
ひ
、
乏
困
を
匡

ひ
、
災
患

を
救

ひ
、
淫

ユ
ル
　

ヨ
ク

瞭
を
禁
じ
、
賦
敏
を
薄
ふ
し
、
罪
戻
を
宥
く
し
、
器
用
を
節
し
、
時
を
以
て
民
を
用
ひ
、
欲
聴
を
犯
す
無
し
』
ご
。

謂
ゆ
る
旅
舎
し
責
を
已
む
ε
は
杜
註
に
擦
れ
ば
、
恩
恵
を
施
て
し
勢
役
を
含
め
、
蓮
責
を
止
む
ご
あ
れ
ε
も
、
竹

添
井
々
氏
は
「
施
、
護

て
弛
ξ
な
す
、
弛
舎
は
孫
役
を
冠
す
る
を
謂

ふ
、
周
禮
徴
己
す
可
し
」
ε
此
説
是
な
り
(周
禮

の
事
は
前

に
見
ゆ
)責
を
已
む
ε
は
責
は
去
聲
、
債
に
同
じ
、i
民

の
債
務
を
撤
去
す
る
な
り
、
蓋
し
未
納
の
租
税
を

・胚一
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、

免
除
し
、
叉
は
官

よ
吟
貸
興
せ
る
穀
貨

の
返
納
を
免
除
す
る
こ
ξ
な
ら
む
、
後
世
の
棄
捐
又
は
徳
政
は
之

に
同
じ

こ
す
。
.

其
後
急
呈製
公
加
年
の
傅
に
、
楚
子
が
秦
の
景
公
の
請

を
容
れ
て
晋
を
伐

ん
ご
せ
る
時
、
楚
の
子
嚢
諌

め
て
吉

へ

る
語

の
中
に
、
「
其
庶
人
農
樒

に
力
む
、
商
工
草
隷
業
を
遷
す
を
知
ら
す
』
己
あ
り
。
亦
以
て
晋
悼
公
の
肚
會
政
策

の
効
験
を
見
る

べ

き
な

り
。
禁
手
は
此
諌
を
聴
か
す
、
遂
に
秦
を
授
け
て
晋
を
侵
す
。
其
特
番
は
凶
年

の
爲
に

返
報
す
る
能
は
す
・
既
に
し
て
晋
盛

時
楚
に
從

へ
る
鄭
を
伐

つ
こ
嵩

度
、
平
和
條
約
成
り
て
、
悼
公
が
晋
に

彫

・
民
を
息

へ
ん
方
法
を
謀
議
し
た
る
時

「
魏
緯
は
、
旅
舎
し
、
積
聚
を
輸
し
以
て
、
貸
さ
ん
藷

ふ
。
公
よ

b
以

下
、
荷

も
積

め
る
者

は
蠢
く
之
を
出
す

、
國

に
滞

積

無

(
、
亦
困

人
無
し
。

公
は
利
を

禁
ず

る
無
く
、
、沸
貧

民
無

し
・
所
は
幣
を
以

て
更

ふ

(働
に
し
て
牲
心
用
ひ
す
)
、

賓
は
特
性
を

以
て

し
(饗
賓
の
費
々
省
く
)、
購

用
佑

ら
中

、
車

.

服

給

に
從

ふ
(間
に
合
ぜ
に
從
ふ
)。

之
を
行

ふ
こ
ε
期

年

二

年
)
、
國

乃
ち
節

あ
b
、
三
駕

(三
度
軍
な
興
す
)
し
て
楚

は
與

に
孚

ふ
能

は
す
」
。

足
れ
左
簿

の

記
す

る
所
、

亦
以

て
悼
公

の
肚
會
政
策

か
如
何

に
周
到

に
し
て
、
其
効
験

が
如

何

に
大
な
り

し

か
を
知

る
可

き

な
り
D

む

む

む

ロ

施

舎
及

び
已
責

の
例

は
、
悼
公
以
外

に
岱

↓
二

あ
り

。
魯
昭

必
十
三
年

の
傳

に
禁
中

王
が

『
施
会

し
て
民
を
寛

ふ
し
、
罪
を
寫

し
職

を
暴
く
』

こ
ご
を
記
せ
り
。
昭

公

二
十
年

の
傳

に
、
齊
景
公

か
曇

嬰

(字
は
弔
仲
)
の
諌

に
從
ひ

『
有

司
を
し
で
政
を
寛

に
し
、
關

を
毀

ち
、
禁
を
去

り

、
飲

を
薄

ふ
し
、
責

を
已

め
し
む
』
る
を
記

せ
り
。

論

叢

支
那
の
古
典
に
現
れ
穴
ろ
社
倉
政
策
(二
・完
V

第
十
五
巻

(第
二
號

四

「
)

一
九
一

■

●



論

叢

ρ

支
那

の
古
典

に
現
れ
た
る
肚
會
政
策
(
二
・
完
)

第

+
五
巻

(第
二
號

四

二
)

「
九
二

九

以
上
列
記
し
た
る
断
を
概
括
呵
る
に
、
俗

書
に
端
を
獲
し
、
春
秋
時
代
に
於
て
、
肚
會
政
策
を
鋤
誦
し
、
叉
は

之
を
實
施
し
た
る
人

々
は
、
減
僖
伯
、
減
孫
辰
、
管
仲
、
百
里
契
、
慶
鄭
、
魏
緯
、
曇
嬰

の
如
き
賢
哲
の
⊥
⊥
ξ
、

齊
相
公
、
秦
謬
公
、
晋
悼
公
齊
景
公
の
如
き
聰
明
の
君
な
り
ε
す
。
春
秋
の
後
、
職

國
の
時
に
迄
ひ
て
は
、
楊
朱

自
我
を
説
き
、
墨
糧
兼
愛
を
論
ず
。

一
は
個
人
主
義
に
偏
し
、

一
は
共
同
主
義
に
僻
す
、
共

に
中
庸
を
得
π
る
者

に
罪
す
。
是
時
に
方
b
、
大
賢
孟
子
出

で
て
、・
楊
墨
を
排
斥
し
て
周
孔

の
道
を
.説
く
。
其
仁
義
ε
い
ひ
王
道

ご
い

ふ
も
の
、
名
は
異
な
b
己
難
も
、
實
は
肚
會
吸
策
に
合
す
。
蕾

に
之
に
合
す

る
の
み
な
ら
す
、
寧

ろ
之
を
包
容
す
.

る
も
の
こ
謂
ふ
可
し
。
金
聾

に
「
孔
孟
の
政
治
経
済
説
管
見
」
ε
題
す
る
・一
論
文
を
草

し
て
本
誌

に
掲
げ

(大
正
四

年
十

一
月
刊
行
大
禮
記
念
號
)及
ひ
拙
著

『
経
済
ε
道
徳
」
の
尾
に
附
載

し
た
り
。
孟
子
の
肚
會
政
策
に
閲
す

る
意

へ

見
は
談
論
丈

に
論
評
す
る
所
亦
砂
か
ら
す
、
赦
に
本
論
文

に
於
て
は
重
複
を
.避
け
て
之
を
省
略
す

る
こ
ε
Σ
な
せ

り
。
若
し
夫
れ
孟
子
以
後

の
學
盾
例

へ
は
萄
卿
の
読

の
如

き
、
砒
會
政
策

に
關
す

る
も
の
亦
多
し
ε
錐
も
、
余
は

別
に
題
を
新

に
し
て
他
日
之
を
論
評
す

る
所
あ
る

へ
し
。
唯
最
後
に

=
　旧す

へ
き
は
、
仁
義
の
歌

ε
い
ひ
、
王
道

.

ピ
い
ひ
、
將
π
肚
會
政
策
ご
い
ふ
も
、
其
根
本
は
人
に
在
り
、
入
の
天
よ
り
受
け
た
る
本
然
の
性
に
在
り
。
故
に

中
庸

に
曰
く
、
『
天
の
命
乞
を
性

ご
謂
ひ
、
性
に
牽
ふ
之
を
道
ε
謂

ふ
、
道
を
儚
む
る
之
を
敏

ε
謂

ふ
」
ご
。
北
本 舅7



0

惟
た
る
や
獲
し
て
己
を
愛
し
て
兼

て
文
人
を
愛
す

る
仁

ξ
な
り
、
而
も
自
ら
親
疎
遠
近
上
下
の
差
等
を
耕
し
で
各

其
宜
し
き
に
適
は
し
む
る
義
ε
な
る
も
の
な
b
。
此
本
性

こ
そ
人
を
し
て
肚
會
を
成
し
、
國
家
を
組
織
せ
し
む
る

原
動
力
な
れ
。
上
古
専
制
君
主
時
代
の
仁
義
の
政
は
、
其
時
代
の
明
君
賢
相
か
此
本
性

に
牽
ひ
て
励
精
努
力
し
た

る
も
の
な
り
。
故
に
大
學
に
誠
意
正
心
を
以
て
治
國
季
天
下
の
基
礎

ε
な
せ
り
。現
世
立
憲
国
に
於
け
る
砒
會
政
策

な
る
も
の
も
亦
撚
り
。
立
法
行
政
及
ひ
司
法
の
職

に
在

る
者
か
此
本
性
に
牽
ひ
て
魎
精
努
力
す
る
に
井

さ
れ
は
、

如
何
に
晶善
美
な
る
凱肛
會
【的
法
律
　も
、
叉
加
即何
に
具
備
せ
る
糺肌
會
的
制
度
も
、
畢
竟
徒
法
ε
能
文
ξ
に
な
b
終

る

へ

き
な
b
。
中
庸
に
『
誠
あ
ら

さ
れ
は
物
な
し
」
ご
日
ひ
、
又
「
識
者
天
の
道
な
り
、
之
を
誠
に
す
る
は
人

の
道
な
り
」

ε
日

へ
る
は
實
に
深
く
味

ふ
可
き
訓
言
な
り
。

輓
近
の
或
國
に
於
て
、

勢

働

者
を
保
護
す

へ
き
工
場
法
を
布
く

も
、
多
く
の
工
場
は
依
然
ご
し
て
勢
働
者
虐
使
の
状
況
を
続
く
る
を
目
撃
し
、
文
成
國
か
貧
富
懸
隔

の
弊
を
矯
正

す

へ
き
視
法
、
倒

へ
は
累
進
率
の
相
続
挽
及
ひ
所
得
税
の
法
律
を
作
り
て
之
を
行

ふ
も
、
富
豪

の
通
脱
は
公
然
ε

し
て
行

ば
る
、
が
如
き
は
、
国
民
の
選
出
す

る
代
議
士
及
ひ
政
府
當
局
者
の
誠
意
正
心
の
足
ら

さ
る
か
爲
な
り
。

且
大
學

に
も
言

へ
る
如
く
誠
意
正

一6
の
基
礎
は
格
物
致
知
な
b
。
格
物
ε
は
事
物

の
實
際
に
當
り
て
.、
能
く
其
其

相
を
究
む
る
な
り
、
致
知
ε
は
、
此
事
物
の
眞
相
を
會
得
し
た
る
後

に
、
之
を
適
當
.に
庭

介
す

亀
の
道
を
腰
見
す

る
な
り
。
前
述
の

く
工
場
法
が
牢
は
有
名
無
實
に
蹄

し
、
又
租
税
に
富
豪
の
逋
脱
あ
る
如
き
は
、
立
法
行
政
の

局
に
當
る
者
の
格
物
致
知
の
足
ら
さ
る
の
結
果
な
り
。
撚
れ
こ
も
足
れ
猫
り
立
法
行
政
の
局
に
嘗
る
.者
の
み
の
罪

論

叢

支
那
の
古
典
に
現
れ
た
る
肚
會
政
策
(二
・完
)

第
十
五
巻

(第
二
號

四
三
)

一
九
三

■



論

鑑

支
那
の
古
典
に
現
れ
六
ろ
砒
會
政
策
(二
・完
)

第
+
玉
巻

(第
二
號

四
四
)

}
九
四

に
あ
ら
す
。

国
民
全
般
も
亦
其
責

を
分

4

へ
し
v
何

ε
な
れ
は
現
時

の
立

憲
國

に
於

て
は

、
.国
民

全
般

は
直
接

又

は
間
接

に
立
法
行
政

の
局

に
當

る
人

々
を
或

は
選
暴

し
、
或
は
支

持
す

れ
な
b
。

余
は

本
論
交

に
於

て
は

、
固

よ
り
輓

近

の
肚
倉

敷

策
を
論

評
す

る
を
目
的

ご
せ
す

。
熬

れ

ぜ
も
言
偶
ま
之

に
及

ふ
所
以

は
、
之
を
以

て
上

古
の
血

會
政
策

ご
勤
照

し

、
互

に
相
膝

明
す

る
所

あ
ら
む

巴
欲
す

れ
は
な

り
。

〆

,

■


